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矢掛高校の活動や地域の様子・ＥＳＤ 
等について発信していきます。 
岡山県立矢掛高等学校長 川上公一  

矢掛高校は、ユネスコスクールです。 
ユネスコスクールとは？ 

ユネスコスクールは，ユネスコの理想を実現する学校です。そのために、持続発展可能な教育を推進しています。 

 ユネスコスクールは、1953 年、ASPnet(Associated Schools Project Network)として、ユネスコ憲章に示された

理念を学校現場で実践するため、国際理解教育の実験的な試みを比較研究し、その調整をはかる共同体として発足

しました。2013 年には 60 周年を迎えます。世界 180 カ国で約 9,000 校が ASPnet に加盟して活動しています。日本

国内では、2013 年 9 月現在、615 校の幼稚園、小学校・中学校・高等学校及び教員養成系大学がこのネットワーク

に参加しています。日本では、ASPnet への加盟が承認された学校を、ユネスコスクールと呼んでいます。ユネスコ

スクールは、そのグローバルなネットワークを活用し、世界中の学校と交流し、生徒間・教師間で情報や体験を分

かち合い 、地球規模の諸問題に若者が対処できるような新しい教育内容や手法の開発、発展を目指しています。 

2014 年 11 月、岡山市で「ESD ユネスコ世界会議」が開かれます。これは 2005 年から世界中で取り組まれてきた

「国連 ESD の 10 年」の成果をまとめる会議で、世界中から ESD 関係者が岡山に集まり、その実践報告や今後の課題

などについて話し合うものです。ESD 領域では初となる本格的な「世界会議」です。現在、ESD の地域実践拠点は世

界中に 85 地域あるのですが、日本の地域実践拠点としては、仙台、横浜、中部、神戸、岡山、北九州の 6か所が指

定されています。その一つである岡山で、世界を代表する会議が開催されるということで、今その大会に向けた準

備が岡山市を中心に急ピッチで進められているところなのです。     (写真は 2014.1 岡山プレフォーラム) 

 

文部科学省と日本ユネスコ国内委員会は、ユネスコスクールを持続可能な開発のための教育(ESD:Education for 

Sustainable Development)の推進拠点と位置づけ、加盟校増加に取り組んでいます。 

ＥＳＤとは？ 

ESD とは、持続可能な開発のための教育(Education for Sustainable Development)の頭文字を取ったものです。 

地球規模の環境破壊や、エネルギーや水などの資源保全が問題化されている現代において、人類が現在の生活レベ

ルを維持しつつ、次世代も含む全ての人々により質の高い生活をもたらすことができる状態での開発を目指すこと

が重要な課題となっています。 

このため、個人個人のレベルで地球上の資源の有限性を認識するとともに、自らの考えを持って、新しい社会秩

序を作り上げていく、地球的な視野を持つ市民を育成するための教育に期待が寄せられています。 

「持続可能な開発」を進めていくために、あらゆる領域から、学校教育、学校外教育を問わず、国際機関、各国政

府、NGO、企業等あらゆる主体間で連携を図りながら、教育・啓発活動を推進する必要があります。この教育の範囲

とは、環境、福祉、平和、開発、ジェンダー、子どもの人権教育、国際理解教育、貧困撲滅、識字、エイズ、紛争

防止教育など多岐にわたるものです。 


